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	「東日本高速道路株式会社と中部電力株式会社の連携に関する協定」について
	１．協定概要
	２．協定の範囲
	３．連携内容
	４．被害情報等の相互共有
	５．災害時における相互協力
	５．災害時における相互協力
	６．平常時からの災害対応力強化のための相互協力
	≪参考≫緊急車両の通行経路イメージ

